
 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

    

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

12

月
議
会
は
、
14

日
か
ら
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
22

日
の
最
終
日
に
各
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
は
、
「甲
賀
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報
が
流
出
し
本
人
が
知
ら
な
い
所

で
活
用
さ
れ
る
危
険
性
、
高
齢
者
な
ど
情
報
格
差
の
問
題

を
指
摘
し
、
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
提
案

権
を
生
か
し
て
２
つ
の
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
山
岡
光
広
議
員
、
岡
田
重
美
議
員
の
一
般

質
問
の
詳
細
を
報
告
し
ま
す
。 

 全額国費による「子育て世帯臨時特別給付金」事業に

ついて、１７日の本会議で追加の５万円を給付する補正

予算が提案され、世帯主年収９６０万円以下の世帯で０

歳～１８歳までの子どものいる世帯に子ども１人あた

り１０万円を現金で支給することが可決しました。中学

生までの児童手当の受給者と中学生以下の弟妹がいる

高校生世代は、１２月２４日に振り込まれます。高校生

世代・新生児（R3 年 9 月～R4 年 3 月出生者）は、申

請等により１月から順次一括給付されます。 

議案提案権議案提案権議案提案権議案提案権を生かしてを生かしてを生かしてを生かして２２２２つのつのつのつの意見書意見書意見書意見書をををを提提提提案案案案    
    
◆「ＣＯＰ２６の議論をふまえ温室効果ガス排出削減を求める

意見書」について、山岡光広議員より「化石燃料に依存する

社会から一刻も早く脱却し、持続可能なエネルギーシステム

に転換することが必要」と国への意見書を提案。西村慧議員

が反対討論、岡田重美議員が賛成討論をし、採決の結果賛成

少数で否決されました。 

 

◆「インボイス制度の実施中止を求める意見書」について、岡

田重美議員より「売上高にかかわらず消費税の納税義務が発

生するインボイス制度について、中小事業者や個人事業主の

事業存続と再生、日本経済振興のため、実施の中止を強く求

める」と国への意見書を提案。賛成多数で可決されました。 

２０２１年 １２月 ２６日  第３８４号 
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山
岡
光
広
議
員
は
市
議
選

で
公
約
し
た

「３
つ
の
安
心
街

づ
く
り
１０

の
プ
ラ
ン
」
の
な
か

で
も
切
実
な
要
求
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
で
具
体
化
す
る

よ
う
要
求
、
中
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

は

「新
年
度
予
算
で
具
体
化
す

る
」
と
の
前
向
き
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

■

「気
候
非
常
事
態
宣
言
」 

局
地
的
な
豪
雨
や
台
風
被

害
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
被

害
が
相
次
い
て
い
る
問
題
で

は
、
「効
果
的
な
時
期
を
見
極

め
、
本
市
独
自
の

『気
候
非
常

事
態
宣
言
』
を
行
い
、
具
体
的

施
策
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
」

す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。 

■
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大 

新
規
の
陽
性
者
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
な
ど
第
六
波
を
心
配
す

る
声
が
あ
る
中
で
、
ワ
ク
チ
ン

と

一
体
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜

本
的
な
拡
大
に
つ
い
て
は

「感 

染
拡
大
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
施
設
等
で
の
一
斉
検
査
、
早

期
の
要
請
者
発
見
を
目
的
と

し
た
抗
原
簡
易
検
査
キ
ッ
ト

の
配
布
、
ま
た
健
康
上
の
理
由

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
方
を
対
象
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等

の
検
査
を
令
和
四
年
３
月
末

ま
で
に
予
約
不
要

・
無
料
で
実

施
」
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。 

■
子
ど
も
の
均
等
割 

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康

保
険
の
均
等
割
が
来
年
４
月

か
ら
半
額
公
費
負
担
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
共
産
党

が

一
貫
し
て
問
題
点
を
指
摘

し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
市

長
は

「他
の
保
険
同
様
に
賦
課

さ
れ
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
の
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

「全
額
国
費
負
担
と
す
べ
き
、

と
国
に
要
求
」
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
介
護
保
険
料
引
き

下
げ
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
待
ち
解
消
、
７５
歳
以

上
高
齢
者
の

「人
間
ド
ッ
ク
」

に
対
す
る
補
助
復
活
に

つ
い

て
は
、
改
善
に
向
け
た
具
体
策

は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

■
精
神
通
院
医
療
助
成 

岡
田
重
美
議
員
は
、
精
神
障

が
い
者
の
通
院
医
療
助
成
拡

充
を
求
め
ま
し
た
。
精
神
通
院

医
療
は
１
割
負
担
で
す
が
、
精

神
疾
患
は
長
期
に
渡
る
通
院

が
多
く
、
医
療
費
は
経
済
的
に

も
精
神
的
に
も
負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
軽
減

策
を
設
け
る
べ
き
と
質
問
し

ま
し
た
。
現
在
県
で
自
己
負
担

の
助
成
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
市
独
自
の
軽
減
は
考
え

て
い
な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、

精
神
通
院
医
療
に
限
り
診
断

書
の
手
数
料
が
か
か
っ
た
り
、

通
院
の
み
が
対
象
な
ど
、
身
体

障
害
の
医
療
費
と
の
違
い
が

あ
る
点
も
指
摘
し
、
市
の
認
識

を
問
い
ま
し
た
。 

 

■
介
護
保
険
負
担
軽
減 

介
護
保
険
改
正
に
よ
り
、
８

月
よ
り
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
介

護
保
険
施
設
の
食
費
の
負
担

限
度
額
が
見
直
さ
れ
、
月
に
２

万
２
千
円
も
負
担
増
と
な
る

利
用
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
市

独
自
の
軽
減
策
を
求
め
ま
し

た
。
食
費
の
表
を
示
し
な
が
ら

一
日
６
５
０
円
か
ら
１
３
６

０
円

へ
の
負
担
は
あ
ま
り
に

も
大
き
い
と
説
明
し
ま
し
た

が
、
軽
減
は
考
え
て
い
な
い
と

の
答
弁
で
し
た
。 

 

■
生
理
用
品
の
配
備 

６
月
議
会
で
は
学
校
ト
イ

レ
の
生
理
用
品
配
備
に

つ
い

て
前
向
き
な
答
弁
が
あ

っ
た

こ
と
か
ら
、
岡
田
議
員
は
、
全

て
の
小
中
学
校
で
実
現
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

教
育
部
長
か
ら
は

「検
討
し
た

が
、
ト
イ
レ
へ
の
配
備
は
行
な

わ
な
い
」
と
消
極
的
な
答
弁
で

し
た
。
児
童
生
徒
の
安
心
の
た

め
、
引
き
続
き
配
備
に
つ
い
て

求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

■
山
内
地
域
の
避
難
所
と

し
て
六
友
館
の
増
築
を 

山
内
公
民
館
の
老
朽
化
も

あ
り
、
地
域
で
は
交
流
の
場
、

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
六

友
館
の
早
期
増
築
の
要
望
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
考
え
を

問
い
ま
し
た
。
第
１
期
行
動
計

画
に
て
増
築
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 


